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タクシー労働者に食える賃金を保障しろ！ 
労働者の生活保障、地域公共交通維持を求める請願書 

 

《請願趣旨》 

 コロナ禍による大幅な減収で、タクシー労働者の賃金は年収249万円となり、全産業平均の

495万円の半分にまで落ち込みました（2021年全国平均）。43道府県で年収200万円台となっ

ています。生活維持のために、多くの労働者が公的支援資金の借り入れでしのいできました

が、返済の目途がまったくたたない状況です。タクシーは、お年寄りや通院のための必要不

可欠な移動手段として、労働者はエッセンシャルワーカーとしての任務を果たしていますが、

生活できないために離職者が急増して歯止めがかかっていません。 

 タクシー事業の廃業なども多数発生、地方では運行にも支障が生じ、国民の移動権を保障

する地域公共交通を維持することが困難な事態となっています。またこの機に乗じた危険な

ライドシェア導入に道を開かせてはなりません。 

 こうした深刻な事態を打開するため、緊急に、特別な手立てが必要です。下記の事項につ

いて請願します。 
 

《請願項目》 

１．コロナ禍で困窮するタクシー労働者を救済するため、直接現金給付など非常事態に対応

する緊急措置をとること。 

２．タクシー労働者の最低賃金法違反を直ちに一掃するとともに、運転者負担の解消、累進

歩合制度の廃止、改善基準告示違反の長時間労働の是正をはかること。 

３．タクシー労働者の社会的水準（全産業平均と同等以上）の労働条件確立へむけ、需給調

整、適正な運賃確立など環境整備をはかること。 

４．コロナ禍で困難に陥っているタクシー事業を救済する緊急措置として、減収分の補てん

など直接的な支援措置をとること。 

５．地域公共交通を維持するため、乗合タクシー・デマンド交通などへの補助金を大幅に増

やし、地方自治体・事業者への啓発・指導・援助をつよめること。 

６．障がい者、病気療養中の人、高齢者、妊産婦らがタクシーを利用する際に運賃を補助す

る制度を国の責任で設けること。   

以上                  
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※この署名は国会に提出します。ご記入いただいた個人情報は、この請願目的以外には使用しません。

※この署名の最終集約日は９月30日です。 

 
取扱団体：全国自動車交通労働組合総連合会（自交総連） 
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